
日中貿易日中貿易ははいまいま

１
．2
0
2
3
年
の
日
中
貿
易

に
大
き
く
影
響
す
る
い
く
つ
か

の
要
因

　

2
0
2
2
年
12
月
に
中
国
政
府
が
約
3

年
間
に
わ
た
り
厳
し
く
実
施
し
て
き
た「
ゼ

ロ
コ
ロ
ナ
」
政
策
を
撤
廃
し
た
後
、
コ
ロ

ナ
感
染
は
一
時
的
に
中
国
全
土
で
急
速
に

拡
大
し
、
そ
し
て
短
期
間
の
う
ち
に
終
息

し
た
。
23
年
を
迎
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

人
の
国
内
移
動
・
国
際
移
動
に
対
す
る
規

制
が
順
次
撤
廃
さ
れ
、
こ
う
し
た
動
き
を

受
け
て
、
年
初
に
は
I
M
F
な
ど
の
国
際

機
関
や
中
国
国
内
外
の
研
究
機
構
は
相
次

い
で
23
年
の
中
国
経
済
成
長
率
に
関
す
る

予
測
値
を
上
方
修
正
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
23
年
夏
、
巨
額
債
務
を
抱

え
た
大
手
不
動
産
開
発
企
業
「
恒
大
」
集

団
が
実
質
的
に
経
営
破
綻
と
な
り
、
20
年

以
降
低
迷
し
て
い
た
不
動
産
セ
ク
タ
ー
の

信
用
回
復
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

た
。
不
動
産
セ
ク
タ
ー
の
不
振
は
、
不
動

産
開
発
企
業
に
国
有
土
地
使
用
権
を
譲

渡
（
売
却
）
し
た
収
入
に
大
き
く
依
存
す

る
中
国
の
地
方
都
市
の
財
政
と
公
共
投
資

に
顕
著
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
不
動
産
分
野
の
投
資
だ
け
で
な
く
、

G
D
P
の
４
割
前
後
も
占
め
る
中
国
の
国

定
資
産
投
資
に
も
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
。
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物流からみる日中貿易
　米中摩擦が激化した 2019 年に、中国の対外貿易は大きく失速するとともに、日中両国間の貿易も縮小した。
ところが、20 〜 22 年の３年間は COVID‐19 パンデミックによる打撃を受けたにも関わらず、感染拡大の早
期抑制と生産活動の早期回復によって、中国の対外貿易全体も日中貿易も逆に拡大した。コロナが終息した 23
年は、日中貿易が一層拡大すると期待されていたが、不動産セクターの債務危機・不振が波及した中国経済の
減速、米中対立の継続とハイテク製品の対中貿易規制の強化、福島第一原発の処理水の海洋排出後の中国税
関による日本産水産物の輸入禁止措置の実施などの国内外の要因が、日中貿易の伸びを抑制し、日本の国際物
流に様々な影響を与えている。

そ
の
結
果
、
統
計
上
で
23
年
通
年
の
中
国

実
質
G
D
P
の
伸
び
率
は
5
％
前
後
に
と

ど
ま
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
期
待
し
て

い
た
回
復
の
力
強
さ
に
は
欠
け
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
米
中
対
立
が
続
く
中
、
米
国

お
よ
び
同
盟
国
の
ハ
イ
テ
ク
製
品
の
対
中

貿
易
規
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

８
月
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
貯
蔵

さ
れ
た
放
射
性
物
質
を
含
む
処
理
水
に
つ

い
て
、
東
京
電
力
は

日
本
政
府
の
方
針
に

基
づ
き
、
基
準
を
下

回
る
濃
度
に
薄
め
た

上
で
、
海
洋
へ
の
放
出

を
始
め
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
中
国
の
税

関
当
局
は
日
本
を
原

産
地
と
す
る
水
産
物

の
輸
入
を
８
月
24
日

か
ら
全
面
的
に
停
止

す
る
こ
と
を
決
定
し
、

中
国
の
対
日
世
論
と

国
民
の
対
日
感
情
は

顕
著
に
悪
化
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
済
・

政
治
的
要
因
が
、
23

年
の
日
中
貿
易
・
国

際
物
流
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
主
に
日
本

財
務
省
の
貿
易
統
計

に
基
づ
い
て
、
対
中

輸
出
入
の
品
目
別
の

変
化
、
対
中
輸
出
入

戴 二彪 DAI Erbiao　公益財団法人アジア成長研究所 所長、教授

表１　2023 年 1 〜 11 月の日本の対中輸出入の品目別貿易額および前年同期比

品目名

中国（本土）への輸出 中国（本土＋香港）への輸出 中国（本土）からの輸入

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

（10 億円） （%） （10 億円） （%） （10 億円） （%）

食料品及び動物 130.2 -22.9 276.1 -10.9 1,039.4 2.0

飲料及びたばこ 46.8 -4.4 67.2 -0.7 5.1 -3.1

原材料 475.1 10.4 495.5 9.8 207.9 -5.5

鉱物性燃料 179.4 5.7 197.8 -5.9 199.2 22.7

動植物性油脂 1.7 -12.3 2.5 -6.8 7.7 -11.7

化学製品 2,864.1 -4.8 3,093.7 -5.5 1,773.6 -14.3

原料別製品 1,834.1 -13.8 2,020.2 -12.8 2,608.1 -8.2

機械類及び輸送用機器 8,399.5 -8.3 9,786.7 -8.4 11,443.9 0.2

　うち：電気機器 3,441.8 -12.0 4,573.0 -11.5 6,896.4 1.5

雑製品 1,036.9 -3.8 1,436.5 2.0 4,822.4 -0.5

特殊取扱品 1,023.3 -14.4 2,769.3 3.9 280.8 22.6

全品目合計 19,432.9 -8.8 24,718.4 -6.9 22,388.2 -1.9
（出所）財務省（各年 a）「普通貿易統計 / 概況品別国別表」により筆者作成
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2
．2
0
2
3
年
の
日
本
の　

対
中
輸
出
・
輸
入
の
品
目
別
の

変
化

　

財
務
省
の
貿
易
統
計
に
基
づ
い
て
作
成

11 JC ECONOMIC JOURNAL 2024.2

の
輸
送
形
態
の
変
化
、
税
関
・
港
別
の
輸

出
入
の
変
化
に
着
目
し
て
、
23
年
の
日
中

貿
易
を
考
察
す
る
。

し
た
表
1
は
、
23
年
1
〜
11
月
の
日
本
対

中
輸
出
・
輸
入
の
品
目
別
貿
易
額
と
前
年

同
期
比
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。
表
1
か

ら
は
、
次
の
変
化
が
確
認
で
き
る
。

①
22
年
（
1
〜
11
月
）
と
比
べ
、
23
年

（
1
〜
11
月
）
の
対
中
輸
出
と
対
中
輸
入

は
、
い
ず
れ
も
縮
小
し
た
。
た
だ
し
、
対

中
輸
入
額
の
下
落
率
は
1
・
9
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
対
中
輸
出
額
の
下
落
率
は

か
な
り
大
き
い
。
対
中
国
本
土
の
輸
出
額

は
8
・
8
％
減
少
し
、
対
中
国
本
土
・
香

港
の
合
計
輸
出
額
で
は
6
・
9
%
減
少
し

た
。

②
対
中
輸
出
貨
物
の
う
ち
、
上
位
品
目
で

あ
る
「
機
械
類
及
び
輸
送
用
機
器
（
電
気

機
器
、
一
般
機
械
、
輸
送
用
機
器
な
ど
）」、

「
化
学
製
品
」、「
原
料
別
製
品
（
鉄
鋼
な

ど
）」
は
、
23
年
１
〜
11
月
に
、
こ
の
３
品

目
の
対
中
輸
出
額
は
い
ず
れ
も
前
年
同
期

よ
り
大
き
く
減
少
し
た
。
そ
の
う
ち
、「
化

学
製
品
」
と
「
原
料
別
製
品
」
の
輸
出
減

は
、
主
に
中
国
経
済
の
失
速
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、「
機
械
類
及
び
輸
送
用

機
器
」
の
大
幅
な
輸
出
減
は
、
中
国
経
済

の
失
速
と
い
う
要
因
の
ほ
か
、
米
国
と
同

盟
国
に
よ
る
情
報
通
信
系
ハ
イ
テ
ク
製
品

の
対
中
貿
易
制
限
の
継
続
・
強
化
に
よ
る

影
響
が
大
き
い
と
い
え
る
。
表
１
に
示
す

よ
う
に
、「
電
気
機
器
」
の
対
中
輸
出
額
の

下
落
率
（
2
桁
）
は
「
機
械
類
及
び
輸
送

用
機
器
」
全
体
の
下
落
率
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
前
年
同
期
と
比
べ
、
上

位
３
位
以
外
の
品
目
の
輸
出
額
も
ほ
と
ん

ど
減
少
し
た
が
、（
水
産
物
を
含
む
）「
食

料
品
及
び
動
物
」
の
下
落
率
は
特
に
目
立
っ

て
お
り
、
中
国
税
関
当
局
に
よ
る
日
本
産

水
産
物
の
輸
入
停
止
措
置
に
よ
る
影
響
が

如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

③
対
中
輸
入
貨
物
の
う
ち
、「
機
械
類
及

び
輸
送
用
機
器
（
電
気
機
器
、
一
般
機
械
、

輸
送
用
機
器
な
ど
）」、「
雑
製
品
」、「
原

料
別
製
品
」、「
化
学
製
品
」、「
食
料
品
」

が
上
位
５
大
品
目
と
な
っ
て
い
る
。
23
年

１
〜
11
月
に
、「
機
械
類
及
び
輸
送
用
機

器
」
と
「
食
料
品
」
の
対
中
輸
入
額
は
22

年
同
期
よ
り
微
増
し
た
が
、「
雑
製
品
」
の

輸
入
額
は
微
減
し
、「
原
料
別
製
品
」と「
化

学
製
品
」
の
輸
入
額
は
大
幅
に
減
少
し
た
。

3
．2
0
2
3
年
の
対
中
輸
出

入
の
輸
送
形
態
の
変
化

　

島
国
で
あ
る
日
本
は
中
国
を
含
む
諸
外

国
と
の
国
際
貿
易
に
お
い
て
、
従
来
か
ら

海
上
輸
送
（
海
運
）
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
が
、
貿
易
商
品
の
付
加
価
値
の
上
昇

と
供
給
時
間
の
短
縮
化
需
要
の
拡
大
に
伴

い
、
航
空
輸
送
（
空
運
）
の
割
合
は
上
昇

す
る
傾
向
に
あ
る
（
戴
2
0
2
1
）。

　

表
２
と
表
３
は
、
そ
れ
ぞ
れ
16
〜
23
年

表 2　2016 〜 23 年の日本の対中輸出額の輸送形態別構成
中国本土 香港

輸出総額 輸送形態別構成（％） 輸出総額 輸送形態別構成（％）

（10 億円） 海上コンテナ 航空 その他 （10 億円） 海上コンテナ 航空 その他

2016 年 12,361.4 54.9 30.3 14.7 3,651.5 26.8 64.3 8.9

2017 年 14,889.7 54.9 30.9 14.2 3,974.1 25.6 65.2 9.2

2018 年 15,897.7 55.0 29.2 15.8 3,832.3 25.9 66.7 7.5

2019 年 14,681.9 54.7 29.5 15.9 3,665.4 23.9 70.2 5.9

2020 年 15081.9 53.7 31.6 14.8 3,414.5 23.7 71.7 4.6

2021 年 17,984.4 53.3 33.0 13.7 3,890.4 22.9 73.4 3.8

2022 年 19,003.7 52.5 33.3 14.2 4,357.5 18.6 77.2 4.1

2023 年 (1 〜 11 月） 15,991.1 52.1 33.0 14.9 4,154.3 17.3 79.2 3.4
（出所）財務省（各年 b）「普通貿易統計・全国分（運送形態別）」により筆者作成

表 3　2016 〜 23 年の日本の対中輸入額の輸送形態別構成
中国本土 香港

輸入総額 輸送形態別構成（％） 輸入総額 輸送形態別構成（％）

（10 億円） 海上コンテナ 航空 その他 （10 億円） 海上コンテナ 航空 その他

2016 年 17019 71.9 25.7 2.4 212.3 14.6 84.8 0.6

2017 年 18459.3 70.4 27.3 2.4 204.6 11.7 87.2 1.1

2018 年 19193.7 70.2 26.8 3.0 234.7 11.5 86.9 1.6

2019 年 18453.7 70.7 26.4 2.9 225.1 8.9 90.8 0.3

2020 年 17493.1 70.4 27.2 2.4 85.4 22.3 77.5 0.3

2021 年 20381.8 69.1 27.8 3.1 120.2 26.1 72.9 1.1

2022 年 24849.7 71.3 25.7 2.9 134.7 13.8 85.7 0.6

2023 年 (1 〜 11 月） 22388.2 73.6 22.9 3.4 187.0 8.2 91.4 0.4
（出所）財務省（各年 b）「普通貿易統計・全国分（運送形態別）」により筆者作成
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の
日
本
の
対
中
輸
出
と
対
中
輸
入
の
輸
送

形
態
別
構
成
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
両
表

か
ら
、
次
の
特
徴
と
変
化
が
確
認
で
き
る
。

①
日
本
の
対
中
国
本
土
の
国
際
貿
易
に
お

い
て
は
、海
上
輸
送
（
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
、

そ
の
他
＝
海
上
バ
ル
ク
輸
送
等
）
が
輸
出
・

輸
入
（
貿
易
額
ベ
ー
ス
）
の
７
割
前
後
を

担
っ
て
い
る
が
、
対
香
港
の
国
際
貿
易
（
原

産
地
ベ
ー
ス
）
に
お
い
て
は
、
付
加
価
値

や
時
間
的
要
求
の
厳
し
い
商
品
を
主
な
輸

送
対
象
と
す
る
航
空
輸
送
が
海
上
輸
送
よ

り
も
重
要
で
、
輸
出
額
・
輸
入
額
の
６
〜

９
割
を
担
っ
て
い
る
。

②
日
本
の
対
中
国
本
土
輸
出
に
お
い
て
は
、

海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
・
航
空
輸
送
・

そ
の
他
の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
55
％

弱
、
30
％
前
後
、
15
％
前
後
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
対
中
国

本
土
輸
入
に
お
い
て
は
、
海
上
コ
ン

テ
ナ
輸
送
と
航
空
輸
送
の
割
合
が

そ
れ
ぞ
れ
70
％
前
後
と
30
％
弱
に

な
り
、
そ
の
他
の
割
合
が
非
常
に
小

さ
く
な
っ
て
い
る
。

③
中
国
（
本
土
）
の
産
業
発
展
と

所
得
水
準
の
上
昇
に
伴
い
、
日
中

貿
易
に
お
け
る
航
空
輸
送
の
割
合

は
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、
18
〜
19

年
に
は
、
米
中
摩
擦
の
影
響
で
日

中
両
国
間
の
情
報
通
信
系
製
品
の

取
引
が
急
減
し
た
こ
と
で
、
日
本
の

対
中
国
本
土
の
輸
出
・
輸
入
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
航
空
輸
送
の
割
合

が
下
が
っ
た
。
そ
の
後
の
20
〜
21
年

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
大
流
行
に
伴
う

緊
急
医
療
用
品
・
在
宅
用
情
報
通

信
製
品
の
需
要
増
に
よ
っ
て
、
航
空

輸
送
の
割
合
が
再
び
上
昇
し
た
が
、

22
〜
23
年
に
は
、
米
中
対
立
の
継
続
と
情

報
通
信
系
製
品
の
対
中
貿
易
規
制
の
強
化

の
影
響
で
、
航
空
輸
送
の
割
合
は
下
が
っ
て

い
る
。

④
前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
〜
香
港
間
の

貿
易
に
お
い
て
、
航
空
輸
送
は
海
上
輸
送

よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
20
〜
22
年
に
、
コ

ロ
ナ
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
香
港
航

空
物
流
業
界
に
よ
る
営
業
自
粛
で
、
香
港

か
ら
の
輸
入
に
お
け
る
航
空
輸
送
の
割
合

が
顕
著
に
下
落
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
に

伴
い
23
年
に
は
、
香
港
か
ら
の
輸
入
に
お

け
る
航
空
輸
送
の
割
合
が
19
年
を
超
え
る

水
準
に
上
昇
し
た
（
表
3
）。

4
．2
0
2
3
年
の
日
本
税
関

別
対
中
貿
易
・
主
要
港
別
対
外

貿
易
の
変
化

　

日
本
全
国
に
は
９
大
税
関
が
あ
り
、
各

担
当
地
域
に
お
け
る
海
港
・
空
港
の
輸
出

入
業
務
を
管
轄
し
て
い
る
。
表
４
は
、23
年

（
１
〜
11
月
）
の
税
関
別
対
中
輸
出
額
・

輸
入
額
お
よ
び
前
年
同
期
比
の
伸
び
率
を

示
し
て
い
る
。

　

表
４
か
ら
、
次
の
動
向
が
確
認
で
き
る
。

①
輸
出
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
を
除
く
全
て
の

税
関
の
23
年
（
１
〜
11
月
）
の
対
中
輸
出

額
が
、
22
年
の
同
期
間
の
輸
出
額
よ
り
減

少
し
て
い
る
。
特
に
、「
機
械
類
及
び
輸
送

用
機
器
（
電
気
機
器
、
一
般
機
械
、
輸
送

用
機
器
な
ど
）」
の
輸
出
額
が
大
き
い
三
大

税
関
（
名
古
屋
、
大
阪
、
東
京
）
の
下
落

が
大
き
い
。
ま
た
、
貿
易
規
模
は
比
較
的

に
小
さ
い
が
、
水
産
物
が
主
力
輸
出
品
目

と
な
っ
て
い
る
函
館
税
関
の
前
年
同
期
比

下
落
率
が
最
も
目
立
っ
て
い
る
。

②
輸
入
に
つ
い
て
は
、
９
大
税
関
の
う
ち
、

７
つ
の
税
関
の
23
年
（
１
〜
11
月
）
の
対

中
輸
入
額
は
、
前
年
同
期
間
の
各
税
関
の

対
中
輸
入
額
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
上
位

両
税
関
（
東
京
と
大
阪
）
の
対
中
輸
入
額

は
、
前
年
同
期
間
と
比
べ
、
い
ず
れ
も
下

落
し
た
。

③
貿
易
規
模
は
最
も
小
さ
い
が
、
中
国
に

近
い
沖
縄
税
関
の
対
中
輸
出
も
輸
入
も
大

幅
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

周
知
の
通
り
、
02
年
以
降
、
中
国
は
日

本
の
最
大
輸
入
相
手
国
と
い
う
位
置
に
あ

る
。
ま
た
07
年
以
降
は
、日
本
の
対
中
（
香

港
を
含
む
）
輸
出
額
も
対
米
輸
出
額
を
超

え
、
最
大
の
輸
出
相
手
国
で
あ
る
。
各
税

関
の
対
中
輸
出
入
額
の
変
化
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
所
管
地
域
内
の
各
港
（
海
港
・
空
港
）

の
国
際
輸
送
全
体
の
実
績
に
も
影
響
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
表
５
は
、
日
本
の

主
要
港
別
の
23
年
（
１
〜
11
月
）
の
対
外

輸
出
額
・
輸
入
額
、
お
よ
び
前
年
同
期
比

の
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。

　

表
５
か
ら
は
、次
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

表 4　2023 年 1 〜 11 月の税関別対中貿易額と前年同期比
中国（本土）への輸出 中国（本土＋香港）への輸出 中国からの輸入

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

（10 億円） （％） (10 億円） （％） (10 億円） （％）

 東京税関 3,786.9 -8.1 6,138.4 -1.8 9,615.7 -4.2

 横浜税関 2,171.2 -1.7 2,404.2 -1.0 2,312.2 6.2

 神戸税関 2,271.1 -0.6 2,452.2 -0.8 1,825.5 4.0

 大阪税関 2,958.5 -9.8 3,699.0 -10.1 4,211.0 -5.6

 名古屋税関 2,599.4 -16.4 2,843.7 -15.6 2,754.7 3.4

 門司税関 2,024.6 -5.1 2,405.1 -3.3 1,310.8 2.2

 長崎税関 46.0 -12.1 56.8 -10.2 94.4 17.9

 函館税関 110.1 -39.9 119.9 -38.3 232.4 3.1

 沖縄地区税関 23.3 86.4 25.5 75.0 31.4 39.7
（出所）財務省（各年 c）「普通貿易統計 / 税関別国別総額表」により筆者作成
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①
23
年
（
１
〜
11
月
）
の
日
本
全
貿
易

港
（
1
4
7
カ
所
）
の
対
外
輸
出
額
は
、

前
年
同
期
間
の
比
較
で
2
・
1
%
上
昇
し

て
い
る
。
円
安
の
効
果
で
、
米
欧
市
場
へ

の
輸
出
の
伸
び
が
対
外
輸
出
全
体
の
拡
大

を
牽
引
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

上
位
12
の
輸
出
港
の
大
半
の
輸
出
額
が
上

昇
し
て
い
る
も
の
の
、
I
C
T
産
業
が
集

積
し
て
い
る
大
阪
圏
・
東
京
圏
に
あ
る
大

阪
港
・
関
西
空
港
と
成
田
空
港
・
東
京
港
、

お
よ
び
中
部
空
港
の

輸
出
額
は
下
落
し
て

い
る
。
特
に
、
付
加

価
値
の
高
い
電
気
機

器
が
主
要
な
輸
送
品

目
と
な
っ
て
い
る
三
大

物
流
空
港
（
成
田
、

関
西
、
中
部
）
の
輸

出
額
は
、
い
ず
れ
も

前
年
同
期
比
で
下
落

し
て
お
り
、
情
報
通

信
機
器
に
関
す
る
対

中
貿
易
規
制
の
影
響

が
伺
え
る
。

②
23
年
（
１
〜
11

月
）
の
日
本
の
全
貿

易
港
の
対
外
輸
入
額

は
、
同
時
期
の
輸
出

額
を
上
回
る
が
、
前

年
同
期
間
比
で
７ 

%

下
落
し
た
。
円
安
に

よ
る
消
費
意
欲
・
消

費
力
の
低
下
の
影
響

で
、
上
位
12
の
輸
入

港
の
内
、
11
港
の
輸

入
額
が
前
年
同
期
比
で
下
落
し
た
。
た
だ

し
、
日
本
の
21
の
主
要
都
市
（
20
の
政
令

都
市
と
東
京
都
区
部
）
の
中
で
も
、
最
近

10
年
間
の
人
口
増
加
率
が
最
も
高
い
福
岡

市
が
後
背
に
控
え
る
博
多
港
の
輸
入
額
の
み

が
、
前
年
比
で
5
・
8
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

福
岡
市
に
お
い
て
中
国
・
韓
国
な
ど
の
外

国
出
身
者
が
持
続
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
、
博
多
港
の
輸
入
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。

５
．今
後
へ
の
展
望

　

23
年
の
日
中
貿
易
は
や
や
予
想
外
な
展

開
と
な
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
中
国
の

不
動
産
セ
ク
タ
ー
の
債
務
危
機
が
波
及
し

た
中
国
経
済
の
失
速
、
継
続
す
る
米
中
対

立
と
ハ
イ
テ
ク
製
品
の
対
中
貿
易
規
制
の

強
化
、
福
島
原
発
処
理
水
の
海
洋
排
出
に

伴
う
日
中
両
国
関
係
と
中
国
国
民
の
対
日

感
情
の
悪
化
な
ど
の
要
因
が
あ
る
。
こ
う

し
た
要
因
は
、
い
ず
れ
も
短
期
間
で
な
く

な
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
24
年
の
日
中
貿

易
に
も
引
き
続
き
影
響
す
る
可
能
性
が
高

い
。
し
か
し
、
中
国
経
済
は
失
速
し
て
い

る
と
は
い
え
、
先
進
諸
国
の
経
済
成
長
率

を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
伸
び
続
け
て
い
る
。
ま

た
、
内
需
拡
大
を
重
視
す
る
成
長
戦
略
へ

転
換
し
て
い
く
中
、
中
国
は
、「
世
界
の
工

場
」
と
し
て
の
製
造
業
大
国
の
地
位
を
維

持
し
な
が
ら
、
世
界
最
大
の
消
費
市
場
に

も
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
後
、
日
本
の
対
中

輸
入
は
、
人
口
減
少
と
国
内
市
場
の
萎
縮

の
影
響
で
伸
び
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
で
あ

ろ
う
が
、対
中
輸
出
は
、長
い
目
で
見
れ
ば
、

さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
ト
レ
ン
ド
は
変
わ
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
。
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表 5　2023 年 1 〜 11 月の主要貿易港別貿易額と前年同期比伸び率
輸出額 伸び率 輸入額 伸び率

(10 億円） （％） (10 億円） （％）

合計（147 港） 98,173.6 2.1 合計（147 港） 118,503.0 -7.0 

成田空港 15,843.0 -6.2 成田空港 20,145.7 -7.5 

名古屋 14,012.4 8.0 東京 15,400.0 -0.4 

横浜 8,241.5 3.0 名古屋 7,381.0 -1.8 

東京 7,469.4 -0.7 横浜 6,735.2 -4.6 

神戸 7,188.0 5.0 大阪 6,312.4 -1.8 

関西空港 6,447.6 -3.0 千葉 5,810.4 -16.0 

大阪 5,003.4 -13.9 神戸 4,875.3 -2.9 

博多 3,914.3 7.2 関西空港 5,039.9 -11.7 

三河 2,531.0 41.2 川崎 3,924.4 -21.5 

清水 2,249.5 -0.0 大分 2,343.9 -13.4 

広島 1,630.4 15.7 鹿児島 1,899.3 -7.2 

中部空港 1,320.0 -8.9 博多 1,380.0 5.8 
（出所）財務省（各年 d）：「普通貿易統計 / 税関別輸出入額表」（旧：「普通貿易統計 / 主要港別輸出入額表」）により筆者作成




